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住 宅 取 得 に お け る 住 情 報 の 入 手 実 態

- その1 住情報ニーズと利 用評価-

○金川久子＊佐野美 紀子＊＊田中　 勝＊＊（＊山梨 大･院 ＊＊山梨大）

目 的: 情報化 社会の進展とともに住まいや住生活に関する情報＝住情報が様々な形で発信され

ている。しかし現状では量的･ 質的に十分な情報が提供されているとは言い難い。民 間住情報の

氾濫は消費者 の正しい 住居観の形成へも影響を及ぼし､ 公的な缶 時報の未整備は住 み手 の適

正な住宅 選択を妨げていると考えられる。住 み手の住まい づくりを支援していくためには住み手

のニーズにあった公正で正確な住 情報提供システムを整備していく必 要がある。本研究では持家

取得予定者 の住情報の入手実態を明らかにし､ 今後 の住情報整備 のあり方について考察するこ

とを目的としている。本稿では住み手の住情報ニーズや入 手経路､ 利用評価について検討する。

方 法: 平成10 年度に南関東地域5 県( 埼玉･茨城･ 千葉･ 山梨･ 静岡) において住宅 金融公 庫マイ

ホーム新築資金を利用して住宅 取得 予定の1000 世帯を無 作為 抽出し､ アンケート調査を実施し

た(郵送による配布･ 回収､ 回収率31.1%) 。調査時期は1998 年10 月。

結 果:(1) 住 み手 が求めている情 報･ 知識 は｢ 建築 費･ 見積もり｣や｢ 資金 計画｣ 、｢間取りの考え

方｣ 、｢住宅設備｣ 、｢住宅の構 造･ 工法｣ 等である。｢法律･ 制度、契約手続き｣や｢ 健康住宅｣ 、｢工

事 中のチェックポイント｣等に関する情報は二－ ズに対して少な目にしか発信されていない。(2)住

宅取得に必要な情報の多くは｢ 住宅展示場｣ や｢ 住宅情報誌｣ 、｢知人等のアドバイス｣等から得て

おり、特 に住宅 展示場の利用 評価が高い。(3)住 み手は｢ 自分の目で確かめることのできる情報｣

を役立つ情報とみている。(4)住まいづくりに主体的に参加するために住情報･知識を入手しようと

している住 み手が多い。(5)住情報 の内容及 び流通状況に対する住 み手の満 足度は約7 割と高

い。ただ、｢情報が信頼できるかどうか判断できないこと｣などの不満も挙げられている。

2 Ma-10 住 宅 取 得 に お け る 住 情 報 の 入 手 実 態

- その2 業者選びの実態-

○田中　勝＊金川久子＊＊佐野美紀子＊(＊山梨大 ＊＊山梨大･院)

目的: 前稿 に引き続き､ 持家取得における情報の入手実態を明らかにする。ここでは住まいづくり

の重要なポイントを占める｢業者選び｣ に焦点を当て､ 業者選びのための住情報の入手実態や業

者とのコミュニケーションの状況、工事トラブルの発 生及びその原因等について検討する。

方 法: 資料は前稿と同じく｢住宅取得における情報の入手実態に関する調査｣ データである。

結果:(1)設 計の依頼先は大工･ 工務店27.2% 、ハウスメーカー45.3% 、施工については大工･ 工

務店43.5% 、ハウスメーカー45.1% で､ ハウスメーカーが一定のシェアを占めている。(2)業者選び

のために住 み手は｢ 住宅 展示場｣ や｢ 建築 中及び完成した住宅 の見学会｣ 、｢親戚･ 友人･ 知 人の

紹介｣等から情報を得ている。(3)｢大工･ 業者に知り合いがいること｣や｢ 建設中あるいは竣工後の

物 件を実際に見たこと｣等 が業者選びの決め手やきっかけになっているケースが多い。(4)設計及

び 施工段 階での住 み手と業 者とのコミュニケーションは比較的良好である。しかし、必要なときだ

け業者に相 談したり、ほとんど業者にまかせっきりにしていた住み手ほど業者とのトラブル の発生

率が高い。一 方、時間をかけて住情報を入手してきた住 み手ほど業 者とのトラブル発 生率は低

い。(5)業 者とのトラブル発生率は20 ％で､ 具体的には打ち合わせ･ 契約 時の設計内容と施工との

不 一致､ 見積もり額の変 更や工事期 間の延長､ 施 工不良等が挙げられている。(6)こうしたトラブ

ル が発生する原因として、住 み手は､ ①住み手の知識･ 勉 強不足､ ②施工者側の問題､ ③設 計

及 び施 工者と住み手との打ち合わせ 不十分、の3 点を挙げ ている。住み手が住まい づくりに積極

的に参加し､ 業 者との間によりよい 関係を築いていくことが、満 足のいく住まいづくりにつながって

いるヶ－スが多い。
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